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慶應義塾大学 商学部 

教授 権丈善一 

 

問い合わせがいろいろきて、面倒なので書いておく。 

11 日の日曜討論の田村大臣の 75 歳発言の意味は、次頁の図の、繰下げ受給ＡからＢの

動きのＢを 75 歳まで伸ばすという意味だろうな。これは、きわめて真っ当な議論。しか

も、財政ニュートラル。 

いま話を見えにくくしているのは、下記で説明する「子供騙し」と「詐欺話」が混在し

ていること。ある意図をもって子供騙しの論を主導する者たちがいるかと思えば、無理解

ゆえに結果的に詐欺話を続けている者がいる。 

 

 まず、この国には 60 歳からの繰上げ受給から 70 歳まで繰下げ受給までを自由に選択で

きるわけだから、「支給開始年齢」という言葉は死語。今の制度下では、「受給開始年齢」

と呼ぶべき。昨日の入間の研修所で配付したスライドは次。 

｢社会保障制度改革の行方」（講演 2013 年 5 月 29 日）『年金数理人』 

2014 年 3 月、No.34 

http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/20140320104704.pdf


2 

 

 

 

 次に、「支給開始年齢」という名の下に、その引上げと称したふたつの解釈が奔放に使

われている。ひとつは子供騙し、いまひとつは詐欺。 

昨日の研修で配付したスライドにＡ～Ｄの文字を挿入しておく。 

 

現状はＡではないのだが、そこは単純化しておくとして1、受給開始年齢を 60 歳から 70

                                                   
1 ちなみに、今動いている年齢の引き上げは、Ａを通る年齢・給付水準線からＣを通る年
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歳までの間で自由に選択できる制度の下で、「支給開始年齢の引き上げ」を年齢・給付水

準線上のＡからＢへのスライドと意味するのであればそれは子供騙し。一方、現在の年

齢・給付水準線の下方の線にシフトするＡからＣを意味するのであればそれは詐欺。後者

については、図に示しているように、「予定していた受給開始年齢で年金を受け取るため

に繰上げ受給を選択した人にとっては単なる給付水準の切り下げ」なのであるから、はじ

めから給付水準の切り下げと言えば良く、次の「支給開始年齢まわりの年金考」という文

章の中では、後世代の給付水準を高くするために今の給付水準を早めに引き下げる「前者

の政策」に相当する2。 

「支給開始年齢まわりの年金考」『週刊東洋経済』2013 年 10 月 26 日号 

2004 年年金改正で将来の保険料が固定され、100 年後に給付１年分の積立金を残す方

式が採用された。この改革は、従来、将来の保険料抑制のために議論されてきた支給開

始年齢引上げの意味を変えた。 

04 年以降、今後年金に入ってくる総額とこれにより支払える総額は決まった。残され

た政策は２つ。世代間でのゼロサムの中で、どの世代に他世代より多くを給付するか。

いま一つは、ある世代において個々人に高い年金額を短い期間給付するか、低い年金額

を長く給付するか。 

前者の政策は、現在、法定よりも高い特例水準にある年金を本来水準に戻して、後世

代の給付水準を高めることで既に採用されている。また、マクロ経済スライドを早期に

適用したり、効果は小さいが現在の支給開始年齢引上げペースを速めたりすることもこ

の政策の応用である。 

法律に基づき支給開始年齢を引き上げることは、ある世代以降に後者の政策を強制的

に適用することを意味する。受給期間は短くなるが、その分、１年あたりの年金額は増

え総額は変わらない。すなわち、今の年金制度の下での 66 歳、67 歳への支給開始年齢

引上げは、年金財政に中立であり、将来の保険料抑制にはつながらないのである。この

意味で、保険料が固定された年金の支給開始年齢の引上げは、現行の「繰下げ受給」と

いう、自発的に受給を遅らせて毎年高目の年金を選択する制度を、ある世代以降全員に

強制的に適用することと、財政上は同じになる。 

                                                   

齢・給付水準線へのシフトに類似する。 
2 ただし「支給開始年齢の引上げ」という死語の下に企図されるこうした詐欺的手法によ

る給付水準の引き下げは、仮にできたとしてもその実現には相当の時間を要する。実行で

きる頃には、マクロ経済スライドですでに低くなってしまっている後世代の給付水準を、

一層下げるという話にもなりかねず、目的と手段のつながりは弱い。ゆえに、政策論とし

て議論する意味は薄い。「支給開始年齢の引上げ」という名を借りた給付水準の引下げ

は、時間はかかるし既裁定年金には影響が及ばないため、今の高い所得代替率の世代には

なんの影響もないという特徴があることは記憶しておいてもいいことでもある。もっと

も、「支給開始年齢まわりの年金考」にも書いているように、現在の支給開始年齢引上げ

ペースを速めたりすることは、今の高い給付水準の世代に影響を与えることができるため

に、少しは意味がある。 

http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/20131026TKW001.pdf
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冒頭に書いたように、先日の大臣の話は、ＡからＢの動きを 75 歳まで伸ばすという意

味だろうな。その際、在職老齢年金をどうするかという話がでてくるだろうが。 

「年金実務 2000 号記念座談会 年金制度の過去、現在と未来」『年金実務』第 2000 号 
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